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ー

は

、

理

想

，化

^
れ
，
i/
-T
ォ
ロ
ギ
ー
と
-L
-
て
具
體
的
に
表
明
さ
れ

,
-

る
事
と
.な

る
.0

# .

し
、
^

ゆ
る
理
胜
的
人
間
に
と
つ.て
意
味
あ
る
、
理
想 

的
經
濟
構
成
を
知
る
事
は
不
对
能
で
お
り
、
我
々
は
只
、
そ
の
根
本
的
形 

式
を
.
.
レ
得
务
に̂

君
^ -

い
”

，
斯

，る
，

<イ
.
.デ：

オ
.
’
^
.ギ
ー
が
、'
.
.現
實
.に
.對
し
t
. 

態
度
を
取
り
、
そ
れ
を
變
革
す
る
動
力
，と
な
る
。
併
レ
イ
デ
オ
ロ
^
—

を 

賞
徹
せ
ん
と
す
る
事
は
、：
常
に
-そ
の
敵
對
漭
を
表
面
化
さ
せ
る
結
果
を
生 

み
出
す
'。
.此
め
醫
關
係
を
超
克
し
て
ゆ
く
處
に
.、
倫
a '

的
'な
意
味
に
於
：

对

ネ

經

濟

的

進

歩

设

道

洳

澎

藤

：：經
濟
嘯
理
學

^

:

:此
め
；鴻
め
理
解
金
廣'
 

め
、
ィ
デ
オ
ロ
ギI
的
對
立
を
處
理
し
て
ゆ
く
任
務
を
字
る
. €
>

で
あ 

る
6 

• 

• 

■

べ：八
經
濟
蹇
學
者.>:
:'

ル
て
名
玄
聞
や
事
务:1
,
,
:ヒ
ー
^

^

ヨ

ク

の

谕

文

め

雙
 

槪
を
、
右
に
於
て
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
軋
關
し
で
若
干
の

f

想 

を
述
べ
て
见
度
い
。
經
濟
政
策
學
を
耽
扱
う
上
に
於
て
之
を
単
に
技
術
的

■

、.
義

の

螯

袅

裏

塲

は

、極

勝

：ゃ

譽

學

魔

自

麵

嘉
I :

ポ

る

塞

繁

龙

匁

典」

餘

摩

处

無

否

定
:̂
豐

龠

險

を
#
:っ
て
^「

;
,馬

(

又
哞
霧
的
迄
：1
_

の
目
的
を
定
め
名-±
場
姑
、：；»

流
：に

層》

—

：
 

そ
の
時

.々
の
傾
向
を
前
提
と
す
る
以
上
、
，
之
も
極
め
て
~
:个
徹
底
な
、
非
自 

::

主
的
か
%

の
に
威
'0

終

名
泰
が
ぁ
*

ハ
此
：匁
: «

妒
ら
"

«

濟
膨
策
學
を
.
ー 

密
定
す
る
2

う
に
な
必
論
者
も
生
じ
て.來
る
し
、’一

方
で
‘
は
、
'經
濟
政
敗 

と
い
う
も
の
！

i

當
然
終
始
つ
き
ま
と
う
と
こ
ろ
の
傾
値
の
®

を

、
，社
龠 

.哲
學
的M

究

明

し

：て
^

か
ろ}

向

^

て

來

る

ぬ
V.
'
: 

で
あ
る"

ン
ャ.
ッ
ク
は
、
.
技
術
論
的
立
場
か
ら
出
發
し
、

或
る
意

,̂
で
は

'尙
费
釔
拔
け
出
セ
1:
な

ぃ

人

；
で

養

が

：

(

饔

嫠

苌

讓

債

»

ぃ

一.的

舊

ガ

常

に

對

泣

で
：：

於

る

樣

湘#

目

龙

间

按#

實

允

张

萏

；

:*
濟
マ 

:ー
を
舉
に
、
：
：

_憧

的

ダ

ぎ

理

的

、_

嚴
的
織
®

^

#b

理
^

i

る
^
塵

進
 

て
限
局
的
な
意
味
し
か
持
ち
得
ず
、
又
經
濟
1

を

取

上

对

る

場

合

:^
於

.愚

警

得
_

_

ぃ
點
■

目
i

翼

i

論
的
！
^

り
踏
み
出
し
て
、

一
つ
の
特
殊
な
世
^

' ^

入
^

込
も
う
と
し
た
。
之
が
、V

へ
：
へ

〉

有

。
：：
炎

•
紙

の
y
經
濟
哲
學
4

の
册
界
な
の
で.あ
る
。.
此
の
論
文
が
：
單
な
る
目
論
.
， 

見
書
の
態
を
出
な
い
事
、
芡
獨
逸.の
一
部
の
學
渚
に
於
て
，甚
ゼ
し
い
"

命」

，
 

名
學
^

戒
ば
、

ク
形
式
社
會
層
的
ぶ
不
毛
性
を
他
分
に
有
し
て
い
る
事
，：
：
 

~

は
一
諕
- L

て
直
ち
に
氣
付
く
處
で
あ
る
が
、
彼
が
何
故
斯
る
，世
界
を
汆
め 

た
か
と
い
う
事
は
、
.
1

' m

に
無
視
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
と
私
に
は
思
わ
れ 

る
。

' 

-

■

 

I 

, 

. 

•

、
ぢ

ハ

馨

應

が

っ

政

^

暫
破
賴
段
的
取
扱
か
ら
屁
妒® !
^

■-.
.
、:-
'

;:
v

*

®
史
.
_

潇
態
に
ー
關.

を
^

つ 
>

—

濟

嫌

，读
ぐ
输
ビ
は
：、
ヤ
極
於

^

•:
;

.
涵
タ
か
$

之
ゅ
立
急
事
犮
乂>-
,« '

濟
儉
理
萆
を|
^

經
濟
哲
邀̂

ぃ
ぅ
'%: 

'

の•
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
動
機
ぬ
、
.

一.
見
容
潺
に
理
解
出
來
，る

よ

う

に

思

.

：

;■

一：へ':
應

受

於

、
：'
賢_

4

寒

め

：尨
複
雜.
妒

隱

を
^

':
,
:;-
:
;:-
.
.
'
;
.
:

ー_

ひ
« ;

沢
.
、
^

v
:.
-

:

x; i

極

的

な

價

値

原

理

を

、

主

張

/

す
る
場
合
の
根
據
を
求
め
て
‘の
こ
と
で

、

あ
ろ
う
か
。
こ•の
問
は
、
否
定
的
に•答
え
ら
る'、へ
き
ガ
あ
る
。
論
文
の
最

痕
ー
::
'
'
-
:
«
め
^ ;

を
ろ
_

聽

變

_

實
的
な! £
-

ア̂:
*

¥

‘
値
の
釾
立
を
超
克
す
る
と
こ
ろ
に
倫
理
學
の
課
題
が
あ
る
か
の
如
く
に
論 

じ
で
は
い
る
。
併
し
、
七
こ
で
，も
論
懿
の
重
點
は
、
價
値
、の
對
龙
を
が
理
解
ぶ

. 

す
る
點
.に
置
か
れ
'
い
る
の
で
あ0'
、

ィ
デ
ォ
ロ
：
ギ

ー

を

取

上

げ

る

際

に 

も
、
個
々̂

^
體
胜
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
.

,

の
よ
う
な
具
體
的
な
姿
を
と
つ•て
現
，れ
る
、
’、
ダ»

週
的
‘な
も
の
か.X

を
問
題 

に
しy

い
る
こ
と
が
、
う
か
が
わ
れ
る。

‘ 

'
. 

.

彼
の
m

態
學
中
心
，の
、
理
解
主
養
的
蹬

^

!

體

か

ら

み

れ

ば

、

こ
の
.こ 

,

と
，は
ー
曆
明
瞭
で
あ
る

.
？

- 

 ̂

- 

.

.

. 、
 

i

' 

' 

•

.

,,

.

六
三
' -

(

ニ 1
.

九)

,



,

•

三

pi
學

會

雜

誌

第

西

十

六

卷

，

第

1

一i

號

.

• 

•

.

.そ

う

で

あ

る

と

す

，る

と

、

霞

は

價

値

對

立

■の

理

解

之

い

う

と

ど

と

、

そ
 

の

對

立

の

和

解

と

い

う

こ

^

と

の

關

係

に

つ

い

V
、
、

更

齒

あ

が

に

す

る

‘ 

義

務

を

負

う

こ

と

に

な

る

？

彼

は

‘、

人

間

が

常

に

相

S

て

い

る

(

不

完

\ 

,
' 

全

な

存

在

で

あ

る

と

い

う

ダ

運

命

ぶ

を

互

に

認

識

し

あ

う

と

-■こ

ろ

に

儉

理

、

:
ー
 

性

が

う

ま

れ

る

よ

う

に

論

じ

て

い

る

が

、

理

解

す

る

こ

と

：
^

、
一

解

に

導

 

く

と

い

う

態

度

と

、は

，、

次

沅

を

異

祀

す

る

も

'の

.で

あ

る

以

上

、

こ

の

説

明

'.

: 

だ

け

で

は

納

得

し

難

い

も

の

が

あ

る

。 

ノ
 

' 

J

償

籠

慕

：
溪
_
讓

_

^

の
で
は
な
く
，、R>
經
濟
一
般
ギ
の
內
部
，に
存
在
す
る
倫
理
性
を
認
め
、

こ 

れ
を
.̂
.理
解
ガ
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば

3
そ
れ
は 

■.
,
-そ
れ
と
し
.て
首
尾
'一
貫
、し
た
も
の
に
，は
な
る
か•も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ 

の
驗
合
に
は
.、
彼
の
が
經
濟
哲
與
す
の
蹬
系
が
、
ど
れ
だ
け
の
現
實
的
，意

' 

床
を
有
す
る
か
と
い
う.こ
へ
と
が4。あ
ら
た
め
て
問
題
に4
れ
て
よ
V
の
で 

は
な
い
だ
6
う
か
。
 

,

社

# .
故

濟

的

現

實

1 '
:入

断

の

歡

値

®

■

の

關

艰

®

免

む

- ^
次

雷

一
.
.
.
ノ 

其

處

に

問

題

を

求

め

る

行

き

方

に

は

、

一一

一

つ

の

大

き

な

流

れ

が

あ

る

。

'

ハっ
电

〈

社
會

獲

霞

&

_

主

歡

、

.

•

_

;1
:

^
現

1

«

導

、パ
'、

'
濟

的

制

度

：に

^ -

ド
レ
$

蘇

で

I

り

、(

そ

の

一

例

と

し

て

は

、

F
.
H
.
K
r
l
i
g
h
t
,

 

F
r

e
e

d
o

m

 

a
n
d

震

的

政

治

藝

請

に

、
ど
の
よ
う
に
結
び
づ
い
て
き
允
か
と
い
う
點
、、

ィ

デ

ー

と

現

實

と

の

間

に

あ

‘る

、

き

わ

め

て

ブ

ラ

グ

マ

テ

へ

ィ

ッ

ク

な

袁

味

-:
■
_

^

>

:、
：.：：：歷

犯

的

醫

的

關

係

を

理

懈

す

^

と

ー

ぃ

:5
.立

場

；(

ィ

^

§

-

へ

•
, 

. 

六
四
：

(

ニ
ニ
〇)

，

•:
i

:

v

s

p

#

-ギ
、i
批
！
：

)

> 

一
は
，マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
立
場
で
あ
る
、。

.板
の
、
篆
濟
哲
學
の
意
味
寸
る>
こ
ろ
の
も
吖
が
.、
之
等
一
一
一
つ
-
の
立
場 

の
い
ず
れ
に
も
臈
さ'な
‘い
と
す
れ
ば
、
1
れ
^
實
際
上
、
い
亦
な
る
意
義 

を

，も
づ
業
績
を
示
し
得
るの
で

あ

''
/
)ぅ

か

。

.わ
れ
わ
れ
の
疑
間
は
、
この

麵
_

^

4
紙̂
海
處
顯
1 ;
殿
1

茶
解
答
纖
»
§
建

ぬ

霸

：に
#

い
て

、
■'

規
實
的
に)

な
さ
れ
る
こ
と
を
、
私
は
期
待
じ
た
い
と
思
ぅ,

：
.

‘ 

'
/ 

ハ

.

.

.
し

-

''  

C

完)

編集後記.，

「

朝

鮮

戰

爭

の

早

期

解

決

」

の

看

板

で

大

統

領

に

な

っ

た

ァ

ィ

ゼ

.，ン

ハ

ゥ

ァ

ー
 

が

宣

言

し

た

、

外

交

政

策

中

、

中

國

海

上

封

鎖

と

蔣

政

權

の

中

.立

解

除

(

ィ

コ
 

丨

ル

本

土

進

攻

)

は

英

國

は

じ

め

歐

洲

方

面

の

御

氣

げ

ん

を

損

じ

た

た

め

、

ど 

う

や

ら

蜃

氣

樓

的

現

象

と

な

り

、

國

際

間

の

「

密

約

破

棄

」

と

い

う

勇

敢

な

か
 

け

聲

も

最

近

で

は

「

曲

解

し

た

解

釋

や

適

用

を

.I

切

認

め

な

い

」

.
と

い

.
う

後

退

 

的

表

現

に

轉

化

し

て

し

ま

っ

た

。

彼

の

外

交

政

策

を

彼

自

身

•「

一

貫

性

あ

る

、
 

確

信

比

滿

ち

た

J

も

の

と

呼

ん

で

い

る

。

f

一.

貫

性

J

と

轉

化

の

二

律

背

反

を

、
 

彼

が

い

か

な

る

ロ

ジ

ッ

ク

で

統

一

し

て

い

る

か

は

知

る

由

も

な

い

が

、

「

確

信

に
 

滴

ち

た

」

と

い

う

表

現

が

示

す

意

愁

だ

け

は

認

め

て

も

よ

さ

そ

う

で

あ

る

。

ダ

レ

ス

國

務

長

官

は

、

r

歐

洲

防

衞

共

同

體

制

」

の

促

進

に

熱

中

し

、

軍

事

• 

M

濟

援

助

と

い

う

傳

家

の

寶

刀

を

拔

い

て

、

七

十

五

日

の

期

限

付

き

で

、

關

係
 

各

國

に

ィ

H

ス

•
ノ

ー

を

迫

っ

た

。

「

人

の

嗱

」

の

有

效

期

限

一

ば

い

の

坐

り

込
 

み

戰

法

で

あ

る

。

ダ

レ

ス

は

四

、

五

月

頃

日

本

を

再

訪

す

る

と

傳

え

ら

れ

.る
が

、

こ

の

情

勢

を
 

迎

え

る

吉

田

首

相

は

「

再

軍

備

を

强

い

た

リ

、

朝

鮮

へ

兵

隊

を

も

っ

.
て

い

く

よ
 

う

な

、
世

論

が

承

知

し

な

い

こ

と

を

要

請

す

る

こ

と

は

な

い

と

思

う

」
(

ニ

月

六
 

日

衆

脘

豫

算

委

員

會

)

と

事

も

な

げ

に

い

う

。

r

併

し

、
ァ

メ

リ

ヵ

.の

外

交

政

策

は

明

.ら

か

に

.

.

.」

な

ど

と

反

問

し

よ

う

と

す

れ

ば

、
い

き

な

P

「

默

れ

ッ

！

」

と

來

そ

う

な

空

模

様

で

あ

る

。

よ

う

や

く

、

ほ

こ

ろ

び

か

け

た

蕾

も

散

り

、

心

も

凍

る

思

い

で

あ

る

。

し

か 

し

わ

れ

わ

れ

の

分

野

で

あ

る

、

眞

理

探

究

の

火

は

國

と

民

族

の

あ

る

か

ぎ

り

え
 

ん

え

ん

と

燃

え

績

け

る

で

あ

ろ

う

。
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植

木

憲

ニ
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昭
和
二
十
八
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